
　（参考様式４） 事業所名　　　　　　 にこやかハウス

目標達成計画 作成日：　　　　　令和　4年　　3月　18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 34

職員が入居者様の服用されているお薬につい
て目的、用法容量、錠数などを理解したうえで
服薬介助を行う。

入居者様の状態を把握し、服用されている
お薬の効能、目的を理解し、症状の変化を
観察できる様にする。

カンファレンスなどで薬の理解を深める。

3ヶ月

2 35

コロナ過で外出が出来ない中、日々の生活の
中で張り合いや喜びを見つけ出し気分転換をし
て頂く。

入居者様の生活歴や現状を踏まえ楽しめる
ことや張り合いを見つけ出す。

コロナ過でも行えることを提案し合い、それぞれ
の入居者様にあった楽しみや張り合いを見出
す。 6ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

34番についての自己評価
薬の事故については大事に至るものはありませんでしたが、服用されているお薬は往診で変わることも多いので、その都度、理解し様子観察が行え、間違えた与薬を行わな
い様に今後も注意していきます。   ( 2022.11.17)

35番についての自己評価
コロナ過で限られた方法ではありますが、毎月のおやつ作り、テイクアウト。また、敬老会やクリスマス会といった季節の行事も行え、少しでも楽しんで頂ける様に工夫出来た
と思います。今年度も引き続きコロナ過においての楽しめることを考えていきたいと思います。(2022.11.17)


